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 １．概要 

 ２．機能 

 ３．ソフトウエアの起動 

 ４．ソフトウエア画面 

 ５．入力データ 

５．１ ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

５．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓによるＯＤＦファイル 

５．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによるＯＤＦファイル 

５．４ ＮｅｗＯＤＦ（Ｂｕｎｇｅ）によるＯＤＦファイル 

５．５ ｐｏｐＬＡによるＯＤＦファイル 

５．６ ＤｈｍｓＢｕｎｇｅによるＯＤＦファイル 

５．７ ＭＴＥＸのＥｘｐｏｒｔファイル 

５．８ ＶｅｃｔｏｒのＥｘｐｏｒｔファイル 

５．９ ＯＩＭデータの読み込み 

５．１０ ＡＴＥＸのＥｘｐｏｒｔファイル 

 ６．ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにデータ入力 

  ６．１ 等高線レベル変更、Ｆｏｎｔ変更、Ｇｒｉｄ、ＯＤＦ図の平滑化 

  ６．２ １画面変更 

  ６．３ 画面の拡大、縮小 

  ６．４ ３画面表示 

  ６．５ ２画面、１画面表示を入力で実現 

  ６．６ マウスカーソル移動で、Ｅｕｌｅｒ角度とＯＤＦ値表示 

  ６．７ マウス右クリックで３Ｄ－Ｆｉｂｅｒ表示 

  ６．８ Ｅｕｌｅｒ角度表示領域マウス左クリックでＥｕｌｅｒ角断面変更 

 ７．{HKL}<UVW>の決定 

  ７．１ ODF 図上をマウス左クリックで Euler 角度を固定 

  ７．２ 結晶系の変更 

  ７．３ 結晶方位図表示 

  ７．４ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの例 

   ７．４．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

   ７．４．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

   ７．４．３ ＮｅｗＯＤＦのＡ－ＴｙｐｅからＢ－Ｔｙｐｅ変換 

   ７．４．４ ｐｏｐＬＡのＡ－ＴｙｐｅからＢ－Ｔｙｐｅ変換 

   ７．４．５ ＭＴＥＸ ＢＴｙｐｅ，ＡＴｙｐｅ別選択(Ver2.13) 

 ８．ＣｒｙｓｔａｌＯｒｅｎｔａｔｉｏｎ(Ver2.03 以降)との連動 

  ８．１ 使い方 

 ９． Ｈｅｘａｇｏｎａｌの４指数＜－＞３指数変換 

 １０．結晶方位の自動計算 

 １１．ＣｕｂｉｃのＦｉｂｅｒ解析 

 １２．ＣｕｂｉｃのＤａｔａＢａｓｅ位置の方位密度 

 １３．Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ変更とファイル出力 

 １４ ＯＤＦｖａｌｕｌｉｓｔのファイ化 



  １４．１ データベースの入力モード 

１４．２ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの３指数入力 

１４．３ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの４指数入力 

 １５．ＯＤＦデータの保存 

 １６．ＭＴＥＸのＩｎｐｏｒｔ 

 １７．ψ2 断面のψ１－Φ軸に角度表示 

 １８．Ｆｉｂｅｒ計算にｅｕｌｅｒ角度入力 

 １９．方位密度計算をステップ 1.0deg のＯＤＦデータ補間から計算 

  １９．１ ｅｕｌｅｒ角度から方位密度計算 

 ２０．Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 ２１．ＯＤＦデータの平滑化 

 ２２．ＭＴＥＸデータの扱い 

 ２３．ＯＤＦ値 

  ２３．１ ピークサーチ法 

   ２３．１．１ すべての方位 

   ２３．１．２ 等価方位の計算(最大値) 

   ２３．１．３ 基準方位優先方位（最大値） 

  ２３．２ ＤａｔａＢａｓｅ法 

  ２３．２．１ すべての方位計算 

   ２３．２．２ 等価方位の最大方位密度の計算 

   ２３．２．３ 等価な方位の平均値 

  ２３．２．４ 規格化方位の平均値 

  ２３．２．５ 規格化方位の最大値 

   ２３．２．６ 直接入力 

 ２４．ＨｅｘａｇｏｎａｌのＯＤＦ値 

  ２４．１ ピークサーチ法 

  ２４．２ 方位入力法 

 ２５．ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃのＯＤＦ値 

  ２５．１ ピークサーチ法 

  ２５．２ 方位入力法 

 ２６．ＴｅｔｒａｇｏｎａｌのＯＤＦ値 

  ２６．１ ピークサーチ法 

  ２６．２ 方位入力法 

  

 ２７． ＯＤＦ解析の最小値 

  ２７．１ ｒａｎｄｏｍＰｒｏｆｉｌｅの確認（ｒａｎｄｏｍ成分の定量） 

  ２７．２ 最小値がマイナスの場合 

  ２７．３ ｒａｎｄｏｍ領域の削除 

 ２８．γ－Ｆｉｂｅｒに関して（Ｖｅｒ２．３２） 

 ２９．Ｅｕｋｅｒ角度から方位密度直接計算（Ｖｅｒｓｉｏｎ３） 

 ３０．ＬａｂｏＴｅｘＪｏｂＯＤＦファイルを直接読み込み平滑化と新しいＪｏｂ作成 

 ３１．ＥＢＳＤなどの離散データにＧａｕｓｓ関数分散 



 ３１．ＢＣＣ θ－Ｆｉｂｅｒに関して 

 ３２．ＢＣＣ ε－Ｆｉｂｅｒに関して 

 ３３．｛４１１｝＜１４８＞／｛１１１｝＜１１２＞に関して 

 ３４．ｒａｎｄｏｍ（ＢＧ）定量 

 ３５．FWHM の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 各種ＯＤＦ解析結果からＥｘｐｏｒｔされたＯＤＦ図を表示するソフトウエアは、 

ODFDisplay ソフトウエアとして作成されてしているが、ODFDisplay ソフトウエアは 5 度間隔の 

ＯＤＦ図を対象にしている。 

最近、ＯＤＦ解析では５度間隔より細かい間隔で測定し処理を行う事を望まれている為、 

本ソフトウエアは、５度間隔より細かい解析結果表示と全結晶系のＯＤＦ図表示を目的に作成した。 

Cer3.00 から方位計算を euler 角度実数（real）から直接計算が行われています。 

２．機能 

 5 度間隔以下の解析結果の描画(1deg まで確認しています) 

 Ｃｕｂｉｃ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ，Ｈｅｘａｇｏｎａｌに対応 

 全画面表示と１画面、３画面、拡大、縮小、描画 

 入力ＯＤＦ図はＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ,ＳｔｎａｄａｒｄＯＤＦ，ＮｅｗＯＤＦ， 

 ｐｏｐＬＡ，ＤｈｍｓＢｕｎｇｅ 

 

３．ソフトウエアの起動 

 １．C:¥CTR¥bin¥GPDOFDisplay.jar をダブルクリック 

 ２．ODFPoleFigure2 ソフトウエアの Tookit から ODFAfterTools を選択し 

  

 ODFAfterTools(Ver.1.06 以降)の GPODFDisplay を選択 

  

 

 



４．ソフトウエア画面 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



５． 入力データ 

５．１ ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ（Ｈｅｘａ：ＡＴｙｐｅ，ＢＴｙｐｅ） 

   

は 

   Orthorombic では phi1：0->90 phi2：0->90 Phi：0->90 

   Triclinic では   phi1：0->360 phi2：0->90 Phi：0->90 

は 

   phi1：0->360 phi2：0->360 Phi：0->180 

データフォーマット 

  

 Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃを扱う場合、格子定数の選択を LaboTex として下さい。 

  



 ５．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓによるＯＤＦファイル（Ｈｅｘａ：ＡＴｙｐｅ） 

   

  ＯＤＦ解析時、ｓａｖｅファイルを指定しています。 

  このファイルが GPODFDisplay ソフトウエアの入力データです。 

 

   

  Hexagonal はＡＴＹｐｅで解析されている 

  ＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓでは入力極点図データの回転方向が異なります。 

  ＬａｂｏＴｅｘのＴＤは右側、ＴｅｘＴｏｏｌｓｎｏＴＤは左側表示になっています。 

  ＯＤＦをＴｒｉｃｌｉｎｉｃで解析した場合、ＴＤの位置によってＯＤＦ図が異なります。 

  ＬａｂｏＴｅｘφ２＝０ 

   

  ＴｅｘＴｏｏｌｓφ２＝０（ＮｅｗＯＤＦも同一） 

   



５．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによるＯＤＦファイル 

  StandardODF はフォートランで計算したバイナリファイルが ODF15 に出力される。 

  このデータをテキストデータに変換して読み込んでいます。 

  テキストデータに変換したデータは、ODF15 と同一ホルダに作られます。 

   

 

５．４ ＮｅｗＯＤＦ（Ｂｕｎｇｅ）によるＯＤＦファイル 

  テキストデータであるが、データの並びが異なるデータの場合 

   

  このフォーマットはＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのテキストデータと一致していて、 

  Ｅｕｌｅｒ角度の順序が異なります。 

  非対称極点図の場合データはＣＣＷ方向で、ＬａｂｏＴｅｘと異なり、ＴｅｘＴｏｏｌｓと 

  一致します。 

  よって、ＮｅｗＯＤＦでは、内部的にファイル名 ODF15.TXT ファイルを禁止しています。 

  HCP は B-Type と思われる(2016/04/29) 



５．５ ｐｏｐＬＡによるＯＤＦファイル（Ｈｅｘａ：ＡＴｙｐｅ） 

 ｐｏｐＬＡソフトウエアはＤｏｓベースで動作します。 

３２ｂｉｔベースのＷｉｎｄｏｗｓのＤｏｓ画面で操作すれば、ＯＤＦファイルが作成出来ます。 

popLA で作成される ODF データ 

   

 

 

 

 

 

 

５．６ ＤｈｍｓＢｕｎｇｅによるＯＤＦファイル 

  同様に、ＤｈｍｓＢｕｎｇｅで作成されるＯＤＦデータ 

   



 ５．７ ＭＴＥＸのＥｘｐｏｒｔファイル 

   

 User¥???¥document¥MATLAB¥GOSSEXPORT ファイル 

  

 Export されるデータの最後 

  

  

 φ1=360 のデータとφ2=90 のデータは出力されていない 

 特に１／４対称データの Export の場合φ1=90 のデータは問題 

  

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 



  ＴｒｉｃｌｉｎｉｃでＥｘｐｏｒｔされたデータから１／４データを表示 

 

 ＭＴＥＸで orthorhombic で計算 

  

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌに対して、ＭＴＥＸは通常 B-Type で動作するが、 

 ＭＴＥＸ５．１．１のｕｎｉｍｏｄａｌ（）ではＡ－ＴＹｐｅで動作している。 

 この為、以下の追加を行った。 



  

  

 ｕｎｉｍｏｄａｌ（）でＣｒａｅｔｅしたＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔした場合の 

 ＯＤＦ図読み込みを行う。 

 ｕｎｉｍｏｄａｌ（）でｅｕｌｅｒ（０，０，０）のＯＤＦ図作成 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．８ Ｖｅｃｔｏｒ法のＥｘｐｏｒｔファイル 

  読み込むデータは 

   

   

 

   

 横軸(22)と縦軸(37)の比率が悪い（横軸が短い）ため、横軸を３倍とした。 

 等高線は 22 で描画、マウス位置強度は直線近似で計算 

 

 

 

   



５．９ ＯＩＭデータの表示 

  

 Triclinic あるいは Orthorhmbic として読み込む。 

  

５．１０ ＡＴＥＸデータ 

  

 

 

 

 

  

 

この部分をサーチ 



６．ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにデータ入力 

  

  LaboTex の Hexagonal 場合、Export した ODF 図により Type を選択 

  Hexagonal 以外は(Hexa: Atype)or Other を選択 

  Save は、平滑化処理後のファイルを作成,LaboTex と同じﾌｫｰﾏｯﾄ(f1,f2,F,ODF) 

 TXT データの選択を行う。 

 で Export されたデータを選択 

  

  φ１が 0->360、Φが 0->180、φが 0->360 で Step が 5 度と表示される。 



６．１ 等高線レベル変更 

  

この部分を左マウスで１回クリック、ダブルクリックでは入力画面が２つ表示される。 

  

 ChangeStart を 1.0、Step を 2.0 では 

  



    

等高線表示は、画面サイズと等高線本数により、自動的にＦｏｎｔサイズの変更が行われます。 

 等高線レベルと色を何時も同じ表示にする場合 

  

 

最大値５４に対し６０で固定すると 

表示されない５５，５７，５９の 

等高線部も表示 

 



 等高線表示レベル １，２，４，８，１６とする場合 

  

 

 線幅の変更 

   

 線幅１から２に変更 



 

 

線幅１から線幅２に変更例 

 

 



 等高線色変更と等高線間隔の調整 

  

  

  色選択でＷｈｉｔｅにすると等高線が表示されない、密度手入力変更が可能 

 色選択 

  

 サンプル色から選択する。 



 ６．１．１ Ｆｏｎｔ変更 

 表示文字Ｆｏｎｔが小さい場合、ＤｉｓｐｌａｙのＦｏｎｔサイズで変更して下さい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６．１．２ Ｇｒｉｄ 

  等高線図上にスケール線配置が可能です。 

  ０を選択するとスケール線は描画されません。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６．１．３ ＯＤＦ図の平滑化 

  ＯＤＦ図等高線を見て、平滑化が必要な場合、以下の方法を選択する。 

   

  ＯＤＦの平滑化のＣｙｃｌｅとＷｅｉｇｈｔ数を選択する。 

     数字が０は平滑化は行われない、数字が小さいほど、平滑化は大きくなります。 

  平滑化は平滑点のデータにＷｅｉｇｈｔ数の重みを与えて周辺データとの移動平均を 

  Ｃｙｃｌｅ繰り返します。 

 

   

 

  平滑化が行われ場合、ＳＭ＝Cycle(Weight)と表示されています。 

     Ver1.31Weight(Cycle)から変更 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 平滑化機能確認 

 C:¥CTR¥DATA¥GPODFDisplay¥Step5BCCG-sym.TXT データ(LaboTex) 

  Cycle=1 Weight=0 

   

  Cycle=1 Weight=1 

   

  Cycle=1 Weight=12 

   

  Cycle=3 Weight=12 

   

 

  Weight=0 は、平滑化なし、 

  Weight が０以外では小さいほど平滑化される。 

  Cycle が大きいほど平滑化される。 

    

 

 

 

 

 

 

 



６．２ １画面変更 

 ODF 図上を中央ボタンクリックで表示が切り換えられる。当初ダブルクリックであったが変更 

  

 再度中央ボタンクリックで全表示に切り替わります。 

 間隔が１．０などの場合、切り替えに時間がかかります。 

６．３ 画面の拡大、縮小 

  

       

  

 



６．４ ３画面表示 

 ３ODF を選択 

 表示するφ２角度を入力する。数字入力とｅｎｔｅｒＫｅｙで入力が完了です。 

  

 ＯＫで 3 画面が表示されます。 

  

 画面の縦横調整で、横配置も実現出来ます。 

 

 

 



  

 ３画面表示のφ２角度は 

  φ２角度が表示されています。 

 

６．５ ２画面、１画面表示を入力で実現 

  

 同じφ２角度を入力すると、同一画面は表示されません。 

  

 

 

 

  



６．６ マウスカーソル移動で、Ｅｕｌｅｒ角度とＯＤＦ値表示 

  マウスカーソルを動かすと、カーソル位置の Euler 角度と ODF 値を表示する。 

  

 

６．７ マウス右クリックで３Ｄ－Ｆｉｂｅｒ表示 

 Ｆｉｂｅｒはφ２断面の指定した方向のプロファイルを表示する。 

 Ｃｕｂｉｃ－ＢＣＣの代表的なＦｉｂｅｒ 

  

 

 

 

 



 Ｃｕｂｉｃ－ＦＣＣの代表的なＦｉｂｅｒ 

  

 この表示は ODFDisplay2 ソフトウエアで実現しています。 

 

 ３Ｄ－ＦｉｂｅｒではＢＣＣのφ２断面４５度を例で説明します。 

  

 

 

 

 

 



 ODFDisplay によるα-Fiber   γ-Fiber 

  

 本ソフトウエアではφ1、Φ、φ2 方向を同一画面に表示します。 

 {φ１、Φ、φ２}＝｛０，５５，４５｝を右クリックでＥｕｌｅｒ角度３方向のプロファイル表示を 

 実現しています。 

  

 φ１：γ-Fiber  Φ:α-Fiber  φ2:｛０，５５，０｝から｛０，５５，９０｝のプロファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．８ Ｅｕｌｅｒ角度表示領域マウス左クリックでＥｕｌｅｒ角断面変更 

 

Ｅｕｌｅｒ角度表示領域をマウス左右クリックでＥｕｌｅｒ角断面変更出来ます・。 

  

 φ２断面  <-> φ1 断面  <->  Φ断面 <->  Ｒｏｅ <-> Ｒｏｅ（Ψ逆方向） 

 

切り替えと同時にＯＤＦ図も変わります。 

 

Roe 表示 

 Bunge(φ1、Φ、φ2)と Roe(Ψ、Θ、Φ)では以下の関係があります。 

  Ψ＝φ１－９０ 

  Θ＝Φ 

  Φ＝９０－φ2 

 

 

 

 

 

 

 



φ２断面表示     φ１断面 

   

 Φ断面      Roe Φ断面 

   

 ＲｏｅΦ断面（Ψ逆方向） 

  



７．{HKL}<UVW>の決定 

 ７．１ ODF 図上をマウス左クリックで Euler 角度を固定 

  

 ODF 図上をマウス左クリックで、ODF 図上に黒の＋が表示され、再計算された位置に紫の円を描く 

 再計算された断面は断面ステップの関係上、表示している断面と一致しない場合、計算された角度に 

 最も近い断面に紫、次の断面に灰色の円を描く。 

 画面の下部に Euler 角度、正確な(hkl)[uvw]が表示され、矢印の後に 

整数化(hkl)[uvw]と再計算 Euler 角度が表示される 

  

 ODF 図上に黒の＋が表示されていると、ODF 図上をマウス移動しても表示は固定されています。 

 固定は同一画面上を再度マウスクリックする事解除されます。 

  

 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの扱い 

  Ｈｅｘａｇｏｎａｌでは各種表現方法があり、 

詳しくはＨｅｘａＣｏｎｖｅｔソフトウエアを参考にして下さい。 

本ソフトウエアでは、 

 Ｂｕｎｇｅ表示 

 ４ＡｘｉｓＮｏｔａｔｉｏｎ（Miller-Bravais Notation） 

 直交軸（[10-10],[-12-10],[0001]） 

 に限定していましたが、 

直行軸は、Ａ－Ｔｙｐｅ，Ｂ－Ｔｙｐｅ選択で変わります。 

3 指数＜－＞４指数の変更は CrestalOrientation で変更できます。 

 

 

 



 ７．２ 結晶系の変更 

  Ｃｕｂｉｃから他の結晶系(Teoragonal,Orthoromibic,Hexagonal)への変更は 

      

  Ｍａｒｅｒｉａｌソフトウエアから変更します。 

  Hexagonal の Magnesium が選択されています。 

 ７．３ 結晶方位図表示 

  {HKL}<UVW>の決定後、結晶方位表示位置をマウスクリック 

  

  

 

 結晶方位を画面 title に表示、(112)を青い面、[-1-12]を矢印で表現しています。 



 ７．４ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの例 

 結晶系の変更 Cubic から Hexagonal の Ti を選択 

 ７．４．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

 注意：ＬａｂｏＴｅｘではＸ軸を AType[100]、BType[210]で解析出来るため Export 時 

 ファイル名＋Type とすると便利でです。 

  

 Ti を表示している。 

 データを選択 

  

 φ２＝０断面をマウスセンターボタンをクリック 



 

  

 方位密度の高い位置をマウス左クリック 

 

  

 結晶方位表示位置をマウスクリックで、結晶方位図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７．４．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 解析はＸ軸を AType[100]で行われます。 

 ファイル選択時、表示するＸ軸Ｔｙｐｅで選択してください。 

  

 

 Ａｔｙｐｅで選択 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＢＴｙｐｅで選択 

  

 

 

７．４．３ ＮｅｗＯＤＦのＡ－ＴｙｐｅからＢ－Ｔｙｐｅ変換 

  

 

７．４．４ ｐｏｐＬＡのＡ－ＴｙｐｅからＢ－Ｔｙｐｅ変換 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．４．５ ＭＴＥＸ ＢＴｙｐｅ，ＡＴｙｐｅ別選択(Ver2.13) 

 ＨｅｘａｇｏｎａｌにてＭＴＥＸでＸＲＤデータ入力の場合、ＢＴｙｐｅで表示される。 

 ＥＢＳＤデータをＭＴＥＸで解析を行うと，ＡＴｙｐｅで表示される。 

 コマンドで変換が出来るかもしれませんが、ＯＤＦのＥｘｐｏｒｔデータを選択時 

 ＢＴｙｐｅとＡＴｙｐｅから選択を行う。 

  

 

  

 

 

上記サポートにより以下の機能は中止する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８． ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ(Ver2.03 以降)との連動 

 Ｅｕｌｅｒ角度、ミラー指数直接入力で、ＯＤＦ図上の位置を決定する 

 ＯＤＦ図はＢｕｎｇｅψ２断面に限定 

 ８．１使い方 

  CrystalOrientation メニューを選択 

  

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞或いはＲｕｌｅｒ角度を入力してＣａｌｃで計算を行い 

 Ｄｉｓｐで結晶方位図を表示し、Ｒｅｔｕｒｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅとする。 

  

 Ｌａｂｏｔｅｘの場合、Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃは、Ｌａｂｏｔｅｘを 

 指定してください。 

 

 

 

 



 指定位置の表示と情報を表示します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９． Ｈｅｘａｇｏｎａｌの３指数＜－＞４指数変換 

 Titanium の非対称 ODF の B-Type、４指数表示を３指数に変換する 

  

 指数表示を解除し CrystalOrientation を選択 

  



 Material を Titanium を選択し、Euler 角度を入力し、Calc を行う 

  

   

  

 DISP、Return Structure を行う。 

 結晶方位画面が表示―＞ODF 画面上に、結晶方位情報が表示されます。 

 

 

 

 



 表示された３指数結晶方位情報 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．結晶方位の自動計算 

 結晶方位計算は、指定された結晶方位より大きい密度位置に対し 

 ピーク位置を探し、ｅｕｌｅｒ角度計算を行い、 

 同一結晶方位を削除して行われます。 

   

 結晶方位指定 

 最大結晶方位に対して、１／３から１／５０の値を指定します。 

   

最大指数の指定 

   



 計算の開始 

   

 Ｓｅａｒｃｈにより結果が表示される。SpecialSearch は step の半分内の標準方位を優先します。 

 計算結果 

 赤い○で表示 

  

  

 

 



計算結果の表示 

  

 

 

 

 

ODF 図から計算した Euler 角度と ODF 値 

       Euler 角度から計算した結晶方位と多重数 

 

   結晶方位から再計算した Euler 角度 

 

実測定データの場合、多数の結晶方位が計算されるが、多重数１を削除する 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．ＣｕｂｉｃのＦｉｂｅｒ解析 

 ＯＤＦ図上の特定位置の２Ｄプロファイルを表示する。 

 ＦＣＣのβ－Ｆｉｂｅｒは３Ｄプロファイルを表示する。 

 １１．１ ＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

  

 

  各ＦｉｂｅｒのＯＤＦ図上位置 

   

 



 １１．２ ＦＣＣ－Ｆｉｂｅｒ 

   

 各ＦｉｂｅｒのＯＤＦ図上位置 

  



１２．ＣｕｂｉｃのＤａｔａＢａｓｅ位置の方位密度（Ver3.09 で(90,*,45)list 作成） 

 ＤａｔａＢａｓｅに登録されている方位の方位密度を算出する。 

 又、近傍のより方位密度の大きい値を算出する事も指定できます。 

 Data:measure_Data¥2020-11-13-BSC(SM5(0)) 

 １２．１ ＤａｔａＢａｓｅの指定 

    

  

 ｎｏｒｍではマイナス方位は０としています。 

 計算する結晶方位にチェックを行う。 

 １２．２ 近傍の計算指定（Ver２．１７で中止） 

     

 １２．３ 全ての方位を計算   １２．４ 等価方位を纏めて計算（最大） 

    

 



 1.0 以上のすべての方位    １．０以上の等価方位の最大値 

  

等価な方位の平均値    等価な方位を規格化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 平均値の規格化（27.04+27.01+26.15）/3*2=53.46 

 最大値の規格化 27.04*2=54.08 

 内部計算値と表示値は異なります 



１２．５ ＯＤＦ±ＳＴＥＰの考えかた（中止しています） 

 

 本来の結晶方位角度位置から計算した方位密度は左の青色ＢＯＸ 

 ＯＤＦ±ＳＴＥＰで計算した方位密度は右の赤色ＢＯＸ 

 

 結晶方位Ｅｕｌｅｒ角度のＥｕｌｅｒ角度 (27.03, 57.69, 18.43)から 

ステップ間隔上の位置(25, 60, 20)とし 

φ1 20, 25, 30  

Φ 55, 60, 65 

 φ2 15, 20, 25 

 の上の最大密度を計算する。 

   

  従来の最大値を求める範囲 新しい最大値を求める範囲 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３．Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎの変更とファイル出力 

  

 

 ＯＤＦ図の分解能を変更する。 

 

 分解能を変更したＯＤＦ図が表示されます。 

   

  

 

分解能変更や平滑化されたＯＤＦ図を 

ファイルとして登録出来ます。 

 

 
フォーマット 



 １３．６ Ｓｈｉｔｃｏｐｐｅｒのｓｏｒｔ 

   

  ＡｌｌＦａｍｉｌｙモードでは（９０，＊，４５）がｓｏｒｔされる。 

 

 

 

 



１４ ＯＤＦＶａｌｕｅｌｉｓｔのファイ化 

 同一極点処理結果から各種ＯＤＦ解析を行っても結果が異なるが、ＯＤＦ図では比較し難い。 

  ｈｋｌｕｖｗの方位密度の数値化を行うこと容易に比較出来ます。 

  各種方位密度の値をｃｓｖファイルとして比較できるようにしました。 

  Cubic 限定です。外は、手入力モードをご使用下さい。 

 

 Ｖｅｃｔｏｒ法を除くＯＤＦ図の場合はＯＤＦ全体で計算するが 

 Ｖｅｃｔｏｒ方位の場合、μ―ζ図を１面表示することでＯＤＦ方位密度の計算を行います。 

 

 

 ODF 図は多重性により結晶方位により方位密度が異なります。 

 ＤａｔａＢａｓｅの結晶方位ではVolumeFractuionが同一でも以下で示すような方位密度を示します。 

 この倍率を考慮する計算は 

  



    多重性なし  多重性を考慮 

   

 

 

の動作 

多重性を考慮した計算では、バックグランドを削除して計算されます。 

バックグランド（ランダムレベル）計算に使用する方位の最小密度が適用さてます。 

 



このような場合、ランダムレベルは、０．５９です。 

モードが左、 が右 

  

例えば、 

  {001}<100> (24.46-0.59)*1/2+0.59=12.525 

 {101}<-1-21> (14.51-0.59)*2/2+0.59=14.51 

               {132}<6-43> (0.69-0.59)*4/2+0.59=0.79 

 

 

ただし、計算する方位がすべてランダムレベル以上に絞った場合、計算結果は誤りです。 

 

本来、ＯＤＦ図の最小値がランダムレベルですが、Ｈｅｒｍｏｎｉｃの場合、最小値がランダムレベル 

以下を示します。この対策のため、計算する方位の最小値を採用しています。 

 

 

 １４．１ データベースの入力モード３指数 

  Vector 法を除く ODF に対応、Cubic,Tetragonal,Orthorhombic,Hexagonal3 指数対応 

  ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞テーブルを入力し、方位密度の計算を行う。 

   



  

  ミラー指数をスペースで区切り入力する。 

  Euler 角度が 0->90 以内に入力する。 

 入力終了でファイル作成（上書）終了 

   

 再度 ｔａｂｌｅの確認で Euler 角度が追加されています。 

  

 方位密度計算 

  

 計算結果のファイルが作成されます。 

 １４．２ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの３指数入力 

  マウスカーソルは４指数対応ですが、Inputmode は３指数対応です。 

 ＬａｂｏＴｅｘの Export したＯＤＦ図は AType で、Euler 角度(0,31.4,0)は{01-13}<2-1-10>で 

 ３指数では、{013}<100>である。 



  

  

 



  

で以下を入力し、 

   

を入力後ｓａｖｅし、再度開くと、Ｅｕｌｅｒ角度が計算されています  

   

 

方位計算は 

  

 が得られます。 

 ｔａｂｌｅには複数入力が可能で、材料別に管理される場合は、 

 メモ帳のｌｏａｄ、ｓａｖｅ機能を使って下さい。 

  

 ｔａｂｌｅの実態ファイルは 

  C:¥CTR¥work¥GPODFDisplay¥INPUTTABLE.TXT ファイルです。 

  登録が不良の場合,Input table に表示できなく事があります。ファイルを削除してください。 

 ３指数＜－＞４指数  指数＜－＞ｅｕｌｅｒ角度 Ａｔｙｐｅ＜－＞Ｂｔｙｐｅの確認は 

 ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエアをご利用下さい。 



 １４．３ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの４指数入力 

  Vector 法を除く ODF に対応、Hexagonal４指数対応 

  ｛ｈｋｔｌ｝＜ｕｖｔｗ＞テーブルを入力し、方位密度の計算を行う。 

  

 ４指数で結晶方位を複数入力する 

  

 ファイルをｓａｖｅし、再度読み込むと 

 ｅｕｌｅｒ角度計算結果も表示される。 

 方位密度計算は 

  

 

 

 ファイルの実体は 

  C:¥CTR¥work¥GPODFDisplay¥INPUTTABLEＨＥＸＡ.TXT ファイルです。 

  登録が不良の場合,Input table に表示できなく事があります。ファイルを削除してください。 

 

 

 

 

 

 



１４．４ サンプル間比較 

 

 

 ODF all family list,{hkl}<uvw>mode,{hktl}<uvtw>で作成されるファイルイは 

 hkluvwlistDisplay ソフトウエアにより、複数のサンプル間で集計し数値的に比較出来ます。 

 或いは、Ｅｘｃｅｌに渡し、グラフ表示で比較できます。 

 

 

印刷も可能になります。 

 

 

 

 



１５．ＯＤＦデータの保存 

  入力されたデータを平滑化などの加工後、以下の Format で保存します。 

  

  

 

LaboTexFormat   StandradODFFormat  OIMFormat  

  

 ＬａｂｏＴｅｘＦｏｒｍａｔは再度ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦデータとして読み込めますが 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦＦｏｒｍａｔデータは読み込めません。 

１６．ＭＴＥＸのＩｎｐｏｒｔ 

 

 

１７．ψ2 断面のψ１－Φ軸に角度表示 

 Soft-index.html の DOC/Snipping/Windows10-Snnipping.pdf を参考 

 

 

 



１８．Ｆｉｂｅｒ計算にｅｕｌｅｒ角度入力 

 固定したＦｉｂｅｒ以外にｅｕｌｅｒ角度の手入力を実現した。(Ver1.64 以降) 

 Input euler angle の場合、ODF をステップ 1.0 度に変えて計算 

  

 内部的にはＯＤＦステップ 5deg のデータに対し、ステップ間隔を 2.5deg,2deg,1deg を可能にしている 

  

 例えば以下の場合     計算される euler 角度は 

  

 ３軸の範囲が広い軸の基本ステップから他の軸のステップ間隔を計算 

 Fiber の値は ODF ステップ 1.0deg から計算され、選択された euler 角度軸で表示 

  

 ただし、φ1 で表示した場合、φ1 角度が並び替えられ（90->35 が 35->90）表示される。 



 Ｆｉｂｅｒ表示と同時にＦｉｂｅｒホルダにＦｉｂｅｒファイルが作成される 

 複数のデータ比較はＦｉｂｅｒＭｕｌｔｉＤｉｓｐｌａｙで表示 

 

 

オプション機能 は追加されています。 

 

 



１９．方位密度計算をステップ 1.0deg のＯＤＦデータ補間から計算 

   

   Version2.0 以降 

 

Version2.0 以降のＦＣＣ－β－ＦｉｂｅｒとＯＤＦ方位密度計算はＯＤＦデータをステップ１．０ｄｅｇから 

計算、ただし、±１ｓｔｅｐの場合は Version1 と Version2 は同一 

起動時は、Version2 モードであるが、Version1 モードに切り替え可能 

 

 Version1 表示 

  

 Version2 表示 

  

 

 

 



１９．１ ｅｕｌｅｒ角度から方位密度計算 

  

  

  Ｓｔｅｐ＝５ｄｅｇから離れている場合の計算 

  

   Step5deg 計算  step1deg 計算 

 



２０．Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 ＯＤＦソフトウエアによっては、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃデータが得難い場合、 

 ＴｒｉｃｌｉｎｉｃからＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ変換を行います。 

 対応ＯＤＦソフトウエアは 

  

 

Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化をおこなった場合、等高線部分をマウスクリックし確認してください。 

 



２１．ＯＤＦデータの平滑化 

  

 ＷｅｉｇｈｔとＣｙｃｌｅを使って平滑化を行っています。 

 どちらかが‘０’の場合、平滑化は行われません。 

  

  Ｗｅｉｇｈｔ＝１、Ｃｙｃｌｅ＝５の場合 

  

  平均化を切り替えた場合、この部分をマウスクリックし、画面で確認してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｔａｔｉｃ：方位密度１．０以下の平滑化除外 

Ｄｙｎａｍｉｃ：１．０以下も平滑化を行う 



２２．ＭＴＥＸデータの扱い 

 ＸＲＤデータを解析する場合、通常はＴｒｉｃｌｉｎｉｃで計算を行うが、スクリプトを 

SS = specimenSymmetry('orthorhombic') 

 に書き換えて実行するとＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃのＯＤＦ図が計算されます。 

 しかし、Ｅｘｐｏｒｔすると、ｐｈｉ１＝９０度のデータが出力されません。 

    Ｅｘｐｏｒｔして本ソフトウエアをご利用する場合、ＴｒｉｃｌｉｎｉｃでＥｘｐｏｒｔしてください。 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃは 

 ファイルを読み込みと同時に変換 

   

 あるいは読み込み後Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化が行えます。 

   

 

 

 

 

 

 

 



２３．ＯＤＦ値 

  方位密度を調べる方法は２種類あります。 

    ピークサーチから計算する方法と、ＢａｔａＢａｓｅに登録されている位置の方位密度を計算する法 

  

 ピークサーチ法     ＤａｔａＢａｓｅ法 

   

 

  

  規格化を行う場合、backgorund を削除します。2021/08/10 機能追加 

  Randomlevel は、peak±0.3 平均値、他は最小方位密度 

 

 

 

 



 ２３．１ ピークサーチ法 

  

 

  

 SearchValue＝Max/7 MaxIndex=7  

 変更は 

    

 

 は等価方位の扱いを指定する。 

  をクリックすると、 に変わり 

  等価な反射の最大値を表示する。 

 

 

  

 

 

 

 

ピークサーチの最小密度指定 

指数付け最大指数 

ピークサーチの実行 

ピークサーチ結果にDataBaseによるチェック 

等価方位ｃｈｅｃｋ 

 

結果表示 



 ２３．１．１ すべての方位 

を表示 で表示 

  

   12.03/3 

 ２３．１．２ 等価方位の計算(最大値) 

で  

  

 ２３．１．３ 基準方位優先方位（最大値） 

 で  

  

 

  

 

 

 

 

 

 



２３．２ ＤａｔａＢａｓｅ法 

ＤａｔａＢａｓｅ 

  

 

 

 ここに登録されている方位に関して密度計算を行います。 

２３．２．１ すべての方位計算 

 

 

 



２３．２．２ 等価方位の最大方位密度の計算 

  

 

２３．２．３ 等価な方位の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２３．２．４ 規格化方位の平均値 

 規格化はｒａｎｄｏｍレベル（ＢＧ）を差し引きし、規格化し、差し引いた BG をプラスする 

 ため、最小方位が必要になります。Randomlevel の場合、peak±0.3deg 平均を用いる 

 規格化は、４：２：１に対し、１／２：１：２処理が行われる。 

 例えば、S 方位は２倍する (6.45-0.01)*2=12.89 

 

 

２３．２．５ 規格化方位の最大値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２３．２．６ 直接入力 

 入力した方位位置の方位密度が計算される。 

  

 入力画面 

  

 上書きし、table 再度表示 

  

   上記 euler 角度位置の方位密度が計算される。 

 ｉｎｐｕｔＬｉｓｔ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２４．ＨｅｘａｇｏｎａｌのＯＤＦ値 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌでは、Ｘ軸を[100]([2-1-10])、あるいは[210]([1010])に設定する方法があります。 

 本ソフトウエアでは、[100]を AType,[210]を BType として説明しています。 

 ＬａｂｏＴｅｘで BType で解析したＴｉｔａｎｉｕｍの Btype を読み込む 

  

 ２４．１ ピークサーチ法 

  最大密度位置の方位計算 

  

  

 ODF 図上に赤丸が表示され、Result で計算結果が表示されます。 

  



 ２４．２ 方位入力法 

 あらかじめ設定されている方位 euler 角度位置の密度を計算 

  

 計算するｅｕｌｅｒ角度 

  

 ｅｕｌｅｒ角度から計算した方位密度 

  

 方位を変更も可能 

 

 



２５．ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃのＯＤＦ値 

 ２５．１ ピークサーチ法 

 ＬａｂｏＴｅｘで解析したＰＥのＯＤＦ図を解析 

  ＬＡＢＯに変更（PE の格子定数 LaboTex:2.54，4.93，7.4，90，90，90） 

  

   

  ピークサーチ 

   

  ResultDisp で 

  



 ２５．２ 方位入力法 

   

 Inputtable の編集 

  

  

 データを上書し、Inputlist で 

  

   

  

 方位から計算した euler 角度の方位密度を計算、ピークサーチ結果より方位密度が低い 

 



２６．ＴｅｔｒａｇｏｎａｌのＯＤＦ値 

 ＬａｂｏＴｅｘで解析した Nd2Fe14B のＯＤＦ図を解析 

  ＬＡＢＯに変更（Nd2Fe14 の LaboTex 格子定数：8.792,8.792,12.174,90,90,90） 

  

 ２６．１ ピークサーチ法 

  

  

 ResultDisp 

  

 

 



 ２６．２ 方位入力法 

  

  

 指数部を変更、追加し、上書を行う。 

 Inputlist で方位密度を計算 

  

 ListDisp 

  

 

 

 



２７．ＯＤＦ解析の最小値 

 ＯＤＦ解析時の最小値はｒａｎｄｏｍレベルを示しますが、ＯＤＦの最大値が大きいと、 

    その反動で、ｒａｎｄｏｍレベルを突き抜ける現象が見られます。 

    この対応策を追加しました。 

 

  

  ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌを探します。 

  

  ｒａｎｄｏｍ領域の最大値を示します。 

 

ODF の値が１．０以下で出現頻度の最大値をｒａｎｄｏｍとしています。 

 

 



２７．１ ｒａｎｄｏｍＰｒｏｆｉｌｅの確認（ｒａｎｄｏｍ成分の定量） 

材料のｒａｎｄｏｍ成分を調べる場合、ｒａｎｄｏｍｐｒｏｆｉｌｅから分布を調べます。 

 

 

 

 

 

 ０．０７ 

     この部分を検出しています。 

                ｒａｎｄｏｍは３３％含まれます。 

 

 

 

 

 



２７．２ 最小値がマイナスの場合 

 マイナス状態を確認出来ます。 

  

１ 

 

Ａｖｅｒａｇｅは１．０以下の平均値 ３１．１％と計算されます。 

 

 



２７．３ ｒａｎｄｏｍ領域の削除 

 

 

  random 値を入力 

   

  

 

Ｎｏｒｍａｌｉｚｅ 

 削除する前の合計方位 ZODF、random 削除した合計方位 AODF、 

削除したＯＤＦをＮＯＤＦとすると 

  ＮODF(ｆ１，Ｆ，ｆ２）＝ＮＯＤＦ（ｆ１，Ｆ，ｆ２）＊ＺＯＤＦ／ＡＯＤＦ 



２８．γ－Ｆｉｂｅｒに関して 

  

 InputMode では、ODF 図を step＝1.0deg にデータ補間して計算する。 

 の表示では 

  

 を計算する。Φend=54.7＆φ2＝45 の時{111}<112> および {310}<001}の平均値計算 

 {111}<112>は     {310}<001>は 

    

 の平均値を ODFstep=1deg 補間して計算する。 

 

 



２９．Ｅｕｋｅｒ角度から方位密度直接計算（Ｖｅｒｓｉｏｎ３） 

 Version3 

  

 Version3 

  GPODFDisplay(V3)表示では、euler 角度実数から方位密度を計算する 

 Version3 

  Euler 角度の整数化で方位密度を補間する。 

 Version1 

  ODF の格子点に近い値で計算する。 

 S 方位、R 方位、β－Ｆｉｂｅｒ、γ－Ｆｉｂｅｒのような測定格子点以外のｅｕｌｅｒ角度に 

 影響します。 



３０．ＬａｂｏＴｅｘＪｏｂＯＤＦファイルを直接読み込み平滑化と新しいＪｏｂ作成 

 ＬａｂｏＴｅｘでは平滑化機能が乏しい為、外部からＬａｂｏＴｅｘ管理ファイルの平滑化を行う 

 Ｊｏｂ内のＯＤＦファイルの読み込み 

  

 

 平滑化 

  

 

 ＷｅｉｇｈｔとＣｙｃｌｅを組み合わせて平滑化を行う。 

  

 新しいＪｏｂファイルを作成 

 

 

 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃのようなファイルサイズが異なる場合 

 ｓａｖｅ出来ません。 

 

 

 

 

 

 



３１．ＥＢＳＤなどの離散データにＧａｕｓｓ関数分散 

処理結果は、ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌｌｉｎｇ時のｅｕｌｅｒ角度ＦＷＨＭ変更と同じ処理が 

期待できます。 

ＥＢＳＤデータＤＣ０６＿２ｕｎｉａｘ．ａｎｇデータをＬａｂｏＴｅｘに読み込む 

 

ＭＴＥＸで用いられている分散処理を行う 

 

 



 ＬａｂｏＴｅｘ管理下のＪＯｂ／ＯＤＦを読み込む 

 

 

分散処理指定 

 

 

 

 

 



 

  

 

データｓａｖｅでＪｏｂ作成 

  

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ再起動で 

 

 

 

処理前のＶＦ％と処理後のＶＦ％は同程度が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３１．ＢＣＣ θ－Ｆｉｂｅｒに関して 

 Fiber-Input euler step angle より θ-Fiber を選択 

  

 

   

 Ｄｉｓｐにて 

   

 ＜００１＞／／ＮＤは、１９．２９以上である。 

 

 

 



３２．ＢＣＣ ε－Ｆｉｂｅｒに関して 

 Fiber-Input euler step angle より ε-Fiber を選択 

 

  

  

  

  

 最大方位は（０，４０，４５）で（９０，６０，４５）は最大方位ではない。 

 

 

 

 

 



３３．｛４１１｝＜１４８＞／｛１１１｝＜１１２＞に関して 

 Fiber-Input euler step angle より (411)[148]/(111)[112]を選択 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 



３４．ｒａｎｄｏｍ（ＢＧ）定量 

 ｒａｎｄｏｍ試料では方位密度は１．０(randomlevel)であるが、ｃｕｂｅ方位が３０％含まれると 

   ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌは０．７になる。すなわち７０％である。 

   ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌはＯＤＦに乱れがなければ最小値である。 

 （Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法のＯＤＦ解析では方位密度１．０以下が乱れやすい） 

   方位密度１．０以下を１００の方位密度Ｂｏｘを想定し方位密度１．０以下をこのＢｏｘに振り分けると 

   ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌはＢｏｘの最大値と一致する。 

   このような検索を行うのがｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌサーチである。 

  

    

 Ｍａｘ＝０．５－＞５０％はＯＤＦ解析において、ＶＦ％を求める際のｂａｃｋｇｒｏｕｎｄであり 

    ｒａｎｄｏｍ成分と極点処理におけるｂａｃｋｇｒｏｕｄ削除過多が含まれます。 

 



３５．FWHM の計算 

 方位の半価幅を計算する。 

 Fiber->Value calcangle->FWHM で計算 

  


